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研究開発の取り組み

モチベーション

• 8K超高精細映像を使った番組制作環境をクラウドインフラで実現

– 編集設備のアクセラレーションはできないか

• 医療用8K映像を用いた遠隔診断・遠隔医療を自在に行う環境をクラウドイン
フラで実現

– 内視鏡映像や顕微鏡映像のデータベース化や医学教材としての利活用
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映像処理プラットフォーム技術
エッジ・クラウド上でのリアルタイム8K映像処理

ハイビジョンの16倍、4Kの4倍の空間
解像度（7680 x 4320）を持つ映像

映像レート：24Gbps-48Gbps
伝送レート：25.6Gbps-51.2Gbps
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ネットワーク・クラウド制御技術

•高精度モニタ技術、仮想ネットワーク制御

•高精度CPUリソース監視

研究のスタンス
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映像処理プラットフォーム技術

• エッジ・クラウド上でのリアルタイム処理

協調

実証実験

SINET6

JGN

学生への
刺激の場

実践教育
の場

フィードバック
市場性、技術の方向性
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広帯域・低遅延リアルタイム配信処理プラットフォーム

4

物体検出

字幕挿入
自動翻訳

Edge

EdgeEdge

Cloud映像素材配信AI cloud

DPDK*を用いてソフトウェアで
実現した映像処理機能(VVF)

AI機能

映像処理

モニタリング機能

トラヒック特性

フロー品質

遅延調整

色調整

トランス
コーディング

メディア
分離・合成

メディア同期

広告挿入
映像処理機能

VVFを自由自在に組み合わせて
映像制作ワークフローを実現
（サービスファンクション

チェイニング）

EdgeEdge

B5Gネットワーク
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VVF(Virtualized Video handling Function)
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通常の処理 DPDKを使用したVVFの処理 • DPDK*を用いてソフト

ウェアで実現した映像
処理機能

• SIMD（AVX-512）を併用
• Over 100Gbpsのパケッ
ト処理性能を達成

*DPDK：Data Plane 
Development Kit
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SINET6相模原DCのエッジ装置
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SINET
Switch

映像処理機能
VVF用サーバPC

映像処理機能
VVF用サーバPC

映像処理機能
VVF用サーバPC

映像処理機能
VVF用サーバPC

リソース
モニタ機能

100Gx2

100Gx4

100Gx2

100Gx2

400Gx2

100Gx2

光Tap

８００Gbpsの処理性能

400G
L2/L3
Switch

400G Tap aggregation switch

映像処理サーバの仕様

CPU Intel Xeon Gold 6338 Ice Lake x2
32x2 コア/64x2スレッド

メモリ 32x2/64x2

NIC ConnectX-6
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SRv6 SFCを用いたVVFの連携

• SRv6へのカプセル化/非カプセル化を行
うEncap./Decap.機能を開発

• Encap./Decap. 機能を用いてSFC 
Proxyを構成

• 静的なサービスチェイニング
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Decap.Encap.

Encap.

Encap.

Encap.

SRv6カプセル化

Decap.

Encap.

VVF

SFC Proxy

Encap.Decap.

SRv6カプセル化解除

SRv6 SFC



最近のトピックス

①ＳＣ２３

– 日米間国際サービスチェイニング

② NICTさっぽろ雪まつり2024共同実験

– 8K-3Dのサービスチェイニング

– 22.2chイマーシブ音声伝送

③ Interop Tokyo 2024

– サービスチェイニングの動的変更の一歩
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サービスチェイニングの方向性を模索



①ＳＣ２３ 日米間サービスチェイニング
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Service function chaining of VVF using SRv6
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② NICTさっぽろ雪まつり共同実験2024

さらなる高臨場感に向けたトライアル
• 非圧縮8K-3D映像を対象にサービスチェイニング

• 22.2ch イマーシブ音声伝送
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NICT雪まつり実験2024のトラヒックフロー
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宜野座 うめきた 相模原 さっぽろプレハブ

Encap.
8K-3D(SRv6)

8K-3D(SRv6)

8K-3D （映像処理後）

StarBED
8K-3D (SRv6)

Encap.

HD切り抜き

8K-3Dカメラ 8K-3Dカメラ

Encap.

UDX
NII

Decap.

イマーシブ音声伝送
22.2ch集音22.2ch再生

ELL liteELL lite

8K-2D、HD切り抜き 8K-2D、
HD切り抜き

400Gx2エッジ

SRv6サービス
チェイニング

スイッチング
色調整

HD切出し

8K-3D

8K-2D

SRv6ドメイン

右目・左目映像
遅延補正
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③ Interop Tokyo 2024

• SRv6を用いて映像配信中にサービスチェインを変更

–８Ｋキャプション挿入ＶＶＦの挿抜
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SRv6

SRv6を用いた8K広帯域映像処理サービスチェイニング技術
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8K映像素材StarBED1

24Gbps

8Kカメラ(宜野座）

24Gbps

Encap.

Encap.

8K映像素材StarBED2

Encap.

400Gbps X2
相模原エッジ

3Gbps

8Kカメラ (神奈川工科大学）

４８Gbps
Encap.

堂島
高信頼ＮＦＶ

北陸
高信頼ＮＦＶ

キャプション挿入

VVF

Decap. HD

8K

24Gbps

４８Gbps

24Gbps 映像SW
VVF

ブース内エッジ

8Kカメラ (展示ブース）

Encap.
24Gbps

Segment Listの変更

サービスチェインの変更

Decap.
8K-DG->フル
解像度変換&
映像切り出し&
色調整VVF

映像SW
VVF



キャプション挿入VVF
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キャプション挿入VVF
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実験室での写真



まとめ

• ８K映像処理システムを対象に実証的にSRv6映像処理サー

ビスチェイニングの開発を進めてきた。

• サービスチェイニングを進めるために、End.ANを用いて
VVFの自在な機能配置と低遅延化を目指す。
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SRv6 End.AN
インラインサービスチェイニング
アーキテクチャ

SFC Proxy方式



今後の計画

「広帯域インラインコンピューティングの実現」(JST CRONOS)

神奈川工科大学、NII、琉球大学、ミハル通信
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インラインコンピューティングプラットフォーム

インラインコンピューティングを用いた実証研究

IETF SRv6 End.ANの標準化

プラットフォームのOSS化

参照コード化

• 国産End.AN SFCソフトウェアルータの開発

• コントロールプレーンも含めたSRv6 
End.ANの標準化の推進

• 広域テストベッド上での様々なアプリケー
ション実証実験を通して早期社会実装に繋げ
ると共に、プラットフォームをＯＳＳ提供

• リアルタイム低遅延処理による高臨場感アプ
リケーションの動作環境やロボティクスへの
応用を目指す。

• アプリケーション開拓中。

テストベッドを用いた実証実験を推進
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